
（別紙１）
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① サービスの特徴を
踏まえた理念の明
確化

1 当該サービスの特徴であ
る「利用者等の在宅生活
の継続」と「心身の機能の
維持回復」を実現するた
め、事業所独自の理念を
掲げている 10 13

園方針・理念を理解して取り組んでいる。
訪問介護により在宅での生活が可能にな
りケアマネや看護とも連携が取れ利用者の
生活を支えている。目標を持って行ってい
る。

14 8

・きちんと出来ている。少しずづだが、外部にも理念等浸透していると思う。
・法人理念にしっかりと基づいて活動されていると感じる。園全体ではなく、事
業所独自の理念はあるのか。この事業所ならではの理念を職員と共有し、地
域に発信していってほしい。
・”自宅で最後まで”という実例等もっと地域に身近に感じて分かってもらえるよ
うに期待する。
・今後も園の方針、理念、目標を共有し、理解した上で取り組んでほしい。
・２４時間、何回でも利用する事ができるので安心して生活できている。
・利用者、家族の生活を支えることができていると思う。
・ケアマネへの連絡も細かく来ており、ケアマネとしても助かっているところもあ
る。
・「必要な時に必要な介護を提供することで、在宅生活の継続ができる」とヘル
パーの意識が高い言動を見聞きする場面があり、心強く感じる。

2 管理者と職員は、当該サ
ービスの特徴および事業
所の理念について、その
内容を十分に認識してい
る

８ 15

職員の希望する研修を行ったり、参加する
ことで再確認するこ事ができている。
在宅にいながら介護を受けられるというサ
ービスの特徴については理解できている。
認識して努力している。

11 10

・会議にて、研修に参加したりしていることも分かり、認識もされていると思う。
・職員一人一人意識を持って対応している姿も見られている。
・計画的に研修が行われており、大変良いと思う。
・研修企画など理解を深めるための努力をされているのが分かる。
・職員全員がサービスの特徴を理解していますか?。他の在宅サービスとの違
いや、特に訪問介護との違いが説明できると良いと思う。
・今後も研修や事例検討を継続していってほしい。
・サービス内容等、職員の意志統一ができるようにお願いしたい。
・新しい職員への事業所理念、事業内容と目的と目標をしっかり教育して頂け
るようにお願いしたい。
・職員が替わっても同じサービスが受けれるので良い。
・ご利用者のニーズにこたえるために、テレビ電話やタブレットを使って、常に
学習し、進化を求めている様子がうかがえる。一人ひとり、チーム全体に敬意
を表している。

3 運営者は、専門技術（アセ
スメント、随時対応時のオ
ペレーターの判断能力な
ど）の向上のため、職員を
育成するための具体的な
仕組みの構築や、法人内
外の研修を受ける機会等
を確保している

6 16 1

オペレ-
ター技術向上の為機会少ない職員にアド
バイスを行いオペレータの機会を設けてい
る。
実践の中で情報の共有ができている為オ
ペレーターの技術向上につながっている。
法人内の研修等充実しており、年度初め
に各職員が目標を上げ個別研修や事業
所内外の研修を受け向上に努めている。 6 12

・会議にて、研修に参加したりしていることも分かり、認識もされていると思う。
・色々な職員にオペレーターの機会を作れていることは良い。
・個別研修計画により目標が明確化されているので良いと思う。研修参加報告
書などで知識の共有を図ると良いと思う。
・研修の参加や専門職の人の講義などは行われている様子で努力されている
と思う。
・ベテランオペレーターだけで賄うのではなく、後任を育てていることは持続的
な運営という観点からとてもよい取り組みだと思う。日頃、業務多忙な中だとは
思うが、引き続き研修時間の確保をお願いしたい。
・日々の忙しい業務の中で、研修の機会を確保することは大変と思うが、計画
を立てた上で協力し合って実施していると思う。
・研修、会議等の報告を職員同士共有でき、技術向上につながる工夫をお願
いしたい。
・意欲的な研修への参加はケア全体の質の向上につながるので、今後も積極
的に研修に参加してほしい。研修参加で終わりにするのではなく、それを事業
所全体で共有し、普段の業務に具体的に活かせるようにして頂けると良いと思
う。
・随時対応など必要に応じて行っている。情報共有、周知も適切に行えている
と思われる。
・日々の業務の中、研修参加は大変だと思う。

外部コメント

 Ⅰ　構造評価（Structure）　〔適切な事業運営〕
 （１） 理念の明確化

① 専門技術の向
上のための取り
組み
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① 専門技術の向
上のための取り
組み

4 管理者は、サービス提供
時の職員の配置等を検討
する際、職員の能力が最
大限に発揮され、能力開
発が促されるよう配慮して
いる

7 15 1

個人個人の能力に合わせて訪問、配慮し
ている。管理者は一人一人の意見を聞き
能力が開発されるよう配慮している。
難しいケース初めてのケースは同行し配慮
されている。
個別の能力性格等を見極めながら役割分
担業務作成を行っている。

7 3

・定期巡回随時対応型訪問介護看護は、自由度が高いサービスである
反面、業務の采配が難しいサービスであると思う。管理者を中心として
、特定の職員に過度な負担がかからないよう、引き続き配慮をお願いし
たい。
・管理者は、チーム一人ひとりの能力や様子をよくみて、サービス提供
を円滑にする努力をされている。誰が訪問しても、質の高い介護が提供
されていることが、アンケート結果にも表れている。
・職員の個性を考慮して業務を組まれていると思う。
・個人個人の能力に合わせ訪問を配慮している事は良いか、不足して
いる能力の向上と習得はどうしているのか？

② 介護職・看護職
間の相互理解
を深めるための
機会の確保

5 介護職・看護職の間で、
利用者等の特性・状況に
係る相互の理解・認識の
共有のための機会が、十
分に確保されている

9 14

勉強会カンファレンスがあり看護主体の研
修を設け共有している。
タブレットの工夫で見落とす事なく確認で
き必要に応じて電話でのやり取りも行って
いる。
以前よりも介護・看護でのタブレットでの情
報の交換が活発になってきており認識共
有されている。介護看護間のコミュニケー
ションは良く取れている。 8 5 1

・会議にて看護師等と勉強会をしているという報告もあり、共有の機会
は持てていると思う。
・タブレットの活用や電話で積極的に連携を取っており、十分に情報共
有していると思う。タブレットの工夫とはどの様なものなのか。勉強会カ
ンファレンスの頻度はどの程度なのか。タブレットのみではなく、顔を合
わせて勉強会等を定期的に行うことで相互理解が深まり、より相談しや
すい関係が構築されると思う。
・タブレットの活用方法が充実し、情報量も増え、共有が確実にできるよ
うになってきた。
・タブレットでの連携は行えており、状況が伝わりやすくとても良い。
・同じフロアの隣に事務所があることで、タブレット以外でも顔を見なが
らの情報交換・共有ができているのではないか。ケアハウスのご利用者
に対して、介護・看護が連携した良いケアが行われていると感じている
。
・タブレットの活用で情報の共有ができて、さらに電話でのやりとりも行
われているとのことで、ほぼ達成されていると思う。
・「タブレットの工夫で見落とす事なく」と記載されているが、本当にそう
であるのか少し疑問に思う。他の定期巡回の事業所に比べると介護⇔
看護間のコミュニケーションはまだ不十分であると感じている。

事業所コメント

外部評価
実施状況

外部コメント

 Ⅰ　構造評価（Structure）　〔適切な事業運営〕
 （２） 適正な人材の育成
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① 組織マネジメン
トの取り組み

6 利用者等の特性に応じた
柔軟なサービスを提供す
るため、最適且つ柔軟な
人材配置（業務・シフトの
工夫）を行っている

7 15 1

利用者の要望で限定職員で訪問する事も
ある。利用者の希望に合わせて訪問できる
様に行っている。
特性な介助をする場合は同行し指導注意
伝達をしている。
業務表の見直しを行い最適な配置ができ
る様に努力している。
利用者が入院後ＡＤＬが低下し定期随時
に変更し利用者に応じたサービスを提供し
ている。

2 4

・昨年度の自己評価よりも改善しており、柔軟で適切な人材配置ができ
ていると思う。管理者やオペレーターの不在時や交代時にも、同等のサ
ービス提供ができるように引き継いでほしい。
・ご利用者の入院などの状態変改により、職員のシフト変更などが適切
に行われていた。
・利用者の特性に応じて対応するのは難しいと思うが、努力されている
と思う。
・利用者等の状態、希望に合わせた柔軟な対応が出来ていると思う。

② 介護・医療連携
推進会議で得
られた意見等の
適切な反映

7 介護・医療連携推進会議
を適時適切に開催すると
共に、得られた要望、助言
等（サービスの過少供給
に対する指摘、改善策の
提案等）を、サービスの提
供等に適切に反映させて
いる

7 15 1

要望、助言は反映しているが全スタッフに
提示し話し合う機会が取れていない事が
課題。
会議内容が全職員に伝わり実践できてい
ると感じにくい時もある。客観的な意見など
はサービス内容を振り返る事ができる。会
議を開催し皆様より意見をお聞きししてる。
会議事態を理解できていなかった。

3 15

・会議開催時に色々な意見が出ていると思うが、いつも前向きに捉えて直に行
動に移していると思う。
・会議での内容が反映されているかは評価しにくいと思うが、会議内での意見
や内容から反映させる努力を感じる。
・以前、意見としていただいた広報紙の制作に取り組むなど、忙しい業務をや
りくりしながら努力されている。
・推進会議も定期的に行えており、対応もできると感じる。
・地域住民を含め、多彩なメンバーで貴重な機会だと思います。
・限られた職員が関わるのではなく、全スタッフが関わるので理想ではある。会
議に出た意見はすぐに反映できていると思う。
・限られたヘルパー数の中で、24時間の切れ目無いサービスを提供していくこ
とはかなり大変なことと推測されますが、必要なタイミングでサービス提供され
ていると思われる。
・会議に出席できなかった時に、会議録をいただいて見る事ができて良い。ス
タッフ全員に回覧しているので、今後も継続してほしい。
・介護医療連携推進会議を開催する主旨や方向性が、出席する委員の方々
や会議に出席されない職員の皆さんも理解できていると良いのではないか？
・会議に出席するたびに専門的になり、分からない事、言葉が多くなっている
。
・ケース事例での検討であれば意見は発言しやすいと思う。
・大勢の委員が集まっている場なので時間制約上難しいかもしれないが、事
業所側で発言者を指名するだけではなく、自由に意見交換できる場があると、
サービスに対する意見や提案が出てくるように感じた。提案を必ず反映させる
必要はないので、提案を検討する機会を設けてはいかがか。
・どのような要望・助言が出たかをまとめ、それがどう反映され実践されたかを、
再度会議のメンバーにも分かりやすくフィードバックして頂きたい。
・回数が減り意見を聞く場が減ったと思う。

事業所評価 外部評価
実施状況

事業所コメント

実施状況

外部コメント

 Ⅰ　構造評価（Structure）　〔適切な事業運営〕
 （２） 適正な人材の育成
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① 利用者等の状
況に係る情報
の随時更新・共
有のための環
境整備

8 利用者等の状況について
、（個人情報管理に配慮し
た上で）必要に応じて関係
者間で迅速に共有できる
よう工夫されている

12 11

タブレットで変化異常があった時は迅速に対応し
ている。申し送りで「変化あり」「異常あり」で入力
することで関係者間で共有できている。職員１人
１人も迅速に共有するために工夫している。基本
状況の更新、入力訂正できている。
各職員が担当ケースを把握し責任をもって報告
することが必要。

3 3

・タブレットの活用によってリアルタイムに情報共有ができていると思う。各職員
がタブレットの利用方法や入力する基準を把握しているからこそ、この自己評
価につながっているのではないか。
・タブレットの「変化・異常あり」を上手く活用し情報共有出来ていると思う。
・タブレットを最大、適切に活用されていると思う。最新の情報が共有され、ケ
アに反映されていることは、ご利用者・ご家族にとって心強いと思う。
・迅速に情報共有できる様に工夫されている。
・利用者が多い分、負担もあると思う。

① 職員の安全管
理

9 サービス提供に係る職員
の安全確保や災害時の緊
急体制の構築等のため、
事業所においてその具体
的な対策が講じられている
（交通安全、夜間訪問時
の防犯対策、災害時対応
等）

7 16

交通安全や災害時対応などの事業所内研
修や訓練を行い安全に努めている。法人
でも災害時の対応対策あり。
積雪が多い時は、夜回りで何かあった場合
の不安あり。

5 16

・最優先でお願いしたい。
・緊急時に電話をしてもらい助かった。
・日常的に運転に気をつけ、安全第一で業務に当たってほしい。特に地域の小路に
おいてはスピードに気をつけてほしい。
・夜の運転は日中より危険と思うので、研修や訓練を行っているということで評価した。
・事業所内での研修や訓練を行っている様子であり、概ねできていると思うが、冬期間
の突発的な事故等には注意してほしい。
・具体的な対応策が分からないが、今後も夜間、深夜での訪問時には充分お気を付
けてほしい。施設内介護と違い、一人ヘルパーでの訪問で大変だと思う。
・災害を意識し毎年計画的に研修訓練（地域も巻き込みながら）できていると思う。積
雪期については、他法人等も同様である悩みだと感じている。他法人との意見交換で
何かヒントが得られたり、又、その様な悩みがある事を保険者にも発信して行く事も大
切だと思う。
・交通違反に対する意識がどう変わったかアンケートなどによる調査も有効と思う。防
犯対策などは情報提供していただけると参考になる。
・対策をとられているので、良いと思う。夜間の訪問は特に安全策が必要と思うので、
今後も継続し、良い情報があれば共有させて頂きたい。
・安全対策や災害対応は園全体で力を入れていることかと思う。感染症発生時も職員
の安全を考え、速やかに研修を行うなどの適切な対応が見られた。今後は雪害マニュ
アルを充実させるなどして、大雪への備えに注力していただければと思う。
・災害時等はどうしても利用者を第一に考え、職員は二の次になってしまう。「利用者
の為」の意識が高く、職員の安全確保が疎かになる恐れがあり、職員自身も自分の身
の安全を守る意識向上も必要であると思う。
・テレマテックスの導入や、管理者の声かけ、研修会の開催や参加により、安全運転の
意識が高まっている。
・災害や感染症についても対策されている。日頃から、気になることや不安に感じるこ
となどについて話題にしておくことも大切と思われる。
・いざという時にパニックにならない様に一人一人しっかりと対応策を理解してもらいた
い。
・夜2人体制は何かあった時心強いと思う。

② 利用者等の個
人情報の保護

10 事業所において、利用者
等に係る個人情報の適切
な取り扱いと保護について
の具体的な工夫が講じら
れているとともに、管理者
や職員において共有され
ている

1２ 11

個人を特定される物の持ち出しをしない、資料を
机上に出したままにしないよう徹底している。タブ
レットはパスワード入力しないと見れないようにな
っている。業務表はオペレーターのみが持ち出し
、出す時は紐付き専用ケースに入れている。駐
禁除外などの取り扱いも注意するようになった。
個人情報保護の研修を行い職員の意識も高い。

5 1

・業務上、個人情報の取扱いで危うい点はないか、定期的にチェックす
る・機会を設けると良いと思う。
・個人情報紛失と言う大きな事故（事件）があり、これをきっかけに職員
の個人情報取り扱いに対する意識が高まるとともに、取扱いと保護の徹
底がされていると思う。時間が経つと意識も薄れて行きやすいので、定
期的に研修等で意識付けを行って頂きたい。
・個人情報の取り扱い、保護については、職員一人ひとりの意識は高い
と思う。管理者、サービス提供責任者の取り組みの成果と思われる。
・個人情報はしっかり管理されている。

事業所評価
実施状況

事業所コメント

 （５） 安全管理の徹底

外部評価
実施状況

外部コメント

 Ⅰ　構造評価（Structure）　〔適切な事業運営〕
 （４） 適切な情報提供・共有のための基盤整備

タ
イ
ト
ル
番
号

タイトル

項
目
番
号

項目
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11 利用者等の一日の生活リ
ズムに着目した、アセスメ
ントが提案されている

7 16

１日の生活リズムに着目したアセスメントが
提案されている。本人や家族からの情報も
重視し１日の生活リズムをしっかりと把握し
サービスの提案をしている。提案された時
間に訪問できるように調整している。

7 10

・処方が追加になった際は迅速に追加して訪問対応して頂いている。
・日頃、私達（ケアマネ）が知り得ない事も色々と教えて頂き、大変助か
っている。アセスメントし、専門的な見解でもある為、調整がスムーズに
行えている。
・利用者一人一人の要望に合わせたサービス提供を行っていると感じ
る。
・ケアハウスのご利用者に関しては、生活リズムを把握したサービス提
供がされている。一日というだけでなく、月単位で、懇談会やアクティビ
ティの参加支援なども、きめ細かなアセスメントが行われている。
・利用者の状態に合わせて対応されている。
・アセスメント能力には個人差があるので、基準が必要だと思う。
・生活リズムに着目したアセスメントは職員全員が出来ており、そのアセ
スメント結果が共有され計画に反映されているのか？アセスメント能力
の違いはないのか？
・今後もアセスメントは重要である為に、本人だけでなく家人の情報等も
注意して行ってほしい。

12 介護・看護の両面からのア
セスメントが適切に実施さ
れ、両者の共有、つき合わ
せ等が行われている

７ 16

タブレットなどで情報共有できている。毎月
のモニタリング報告を行い共有できている
。

3 8 1

・月に１回、双方がアセスメント（モニタリング）を行い、タブレットでの情
報共有も出来ている。
・事業所コメント欄より、情報共有はできているとのことだが、介護と看護
の両面からのアセスメントが適切におこなわれているかどうかについて
は、コメントから判断できなかったため、実施状況の数より判断した。
・状態変化は無くともアセスメントは必ず行うと思う。状態変化時は報告
、連絡、相談による早期対処が必要と思われる。
・看護のアセスメントがどのように介護に反映されているのでしょうか。
・前年度もそうであったが、モニタリング報告はどう反映されいるのか分
からない。
・具体的にはよくわからないが、タブレットなどを使用することにより、情
報共有は良くできていると思っている。

② 利用者の心身
の機能の維持
回復や在宅生
活の継続に軸
足を置いた「未
来志向型」の計
画の作成

13 利用者の心身機能の維持
回復に軸足を置いた計画
の作成が志向されている

6 14 ３

ｹｱﾏﾈの計画書に沿ってヘルパーも計画
を立て回復に軸足を置いている。時間の
限られた中ではあるが可能な限り自分でで
きることは行って頂くように努めている。
毎日の業務に追われ未来志向型になって
いるか不明な部分がある。

4 7

・在宅生活が継続できるような計画を立てている。
・病状の進行予防など、適切に援助されている。
・計画を拝見したことがないのでわからないが、日々ご利用者の様子に
応じて、ご本人のペースを優先して歩行や食事の支援が行われている
。
・介護医療連携推進会議や職員の方の様子から、在宅の維持や利用
者の自立支援について常に検討されていると感じる。未来志向型につ
いては、ケアプランが未来志向型になっていることが前提だが、長期目
標を念頭に、そのための短期目標を意識しながら日々のケアに当たっ
ていただくと良いのではないか。
・心身機能の維持回復に軸足を置いた計画は、その方の心身における
アセスメントが正確でなければ維持向上を目指した計画作成は困難で
あると思う。正確なアセスメントを行う際は看護より医療情報をもらい、医
療面からの助言をもらった上で実施した方が良いと思う。
・予後予測を持ちながら現状の課題と未来への課題を上手く計画でき
ると良いと思う。
・ケアマネとの情報交換や共有を今後も強化して、自立支援に向けて
行ってほしい。
・毎日の業務に追われていても職員の意識は統一して下さい。

 （１） 利用者等の状況把握及びアセスメントに基づく計画の作成
利用者等の24 
時間の暮らし全
体に着目した、
介護・看護両面
からのアセスメ
ントの実施

①

事業所評価 外部評価
実施状況

外部コメント

実施状況

事業所コメント

タ
イ
ト
ル
番
号

タイトル

項
目
番
号

項目

 Ⅱ　過程評価（Process）
 １．利用者等の特性・変化に応じた専門的なサービス提供
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② 利用者の心身
の機能の維持
回復や在宅生
活の継続に軸
足を置いた「未
来志向型」の計
画の作成

14 重度化しても医療依存度
を高め過ぎないよう、利用
者の今後の変化を予測し
、先を見越した適切なリス
ク管理を実現するための、
「未来志向型」の計画の作
成が志向されている

3 16 4

状態変化を予測できる観察力を身に付け
計画作成時などケアマネに伝えている。利
用者の変化に添えるような計画ができてい
る。現状維持である事が多い。

1 5 1

・看護師との連携や勉強会もできており、リスク管理についても準備でき
ていると思う。
・病状の進行予防など、適切に援助されている。
・重度化と医療との協力は今後も重要な部分であるが、利用者の重度
化が防いで行けるようする事が大切であり、今後も対応していってほし
い。
・現状維持の計画が多い理由は何でしょうか。なぜ未来志向型の計画
になっていないのか、理由を分析することが重要だと思う。
・利用者の今後の予測はまずは原疾患の理解や現在の状態のアセスメ
ントが必要であり、その点が出来ていないと先の予測は出来ない。観察
力と共にアセスメント能力の向上を目指して頂きたい。
・リスク管理をしっかりする事で、その利用者の今後が見えてくると思う。
・維持出来ることは大切だと思う。

 （２） 利用者等の状況変化への柔軟な対応と計画の見直し
① 計画上のサー

ビス提供日時に
限定されない、
必要に応じた柔
軟な定期巡回・
随時対応サー
ビスの提供

15 計画上のサービス提供日時以
外であっても、利用者等の状
況に変化が生じた場合は、必
要に応じて新たに定期巡回・
随時対応サービスの提供日時
を設定するなど、柔軟な運営
に努めている

14 9

状況に応じて訪問回数、日数を増やすな
ど随時対応している。コールがあった時は
、業務調整し柔軟に対応　随時訪問してい
る。体調に変化があり随時訪問が見込まれ
る場合、定期訪問に切り替え対応している
。

5 1

・蓄積された定期巡回のノウハウと、園内の人員の調整により、柔軟に
対応されていると思いますし、自己評価にもそれが表れているのではな
いでしょうか。
・柔軟な訪問をされている。限られた人員配置の中で随時訪問すること
は難しいことも多いと思うが、優先順位の判断や手際の良さなど、職員
の意識、質が高いからだと思う。
・忙しい中、業務調整しながら随時対応を的確に実施している。
・利用者の状況に合わせてしっかり対応していると思う。

② 継続したモニタ
リングを通じた
利用者等の状
況変化の早期
把握と、計画へ
の適宜反映

16 サービス提供を通じた、継
続的なモニタリングによる
、利用者等の状況変化の
早期把握と、計画への適
宜反映が行われている

11 10 1

毎月のモニタリングでも振り返り、状況変化を細
かく把握できている。変化時にはケアマネに伝え
計画に反映してもらっている。
計画への反映は、やや遅れることもある。自分の
担当利用者は把握できているが、他の利用者は
しっかり把握できてない部分がある。

3 6

・モニタリング報告書だけでなく、タブレットへの入力により、適切に報告
がされている。
・ケアマネへの報告、相談は重要な所でもある為に早めの報告を今後
もしていってほしい。
・なかなか他の利用者もしっかり把握する事は難しい部分があると思い
ます。しかし、連携していくには把握しておいた方が良い場面もある為、
広く浅く情報共有できる様、工夫できると良いのでは？
・全ての利用者の詳細を全員が把握することは難しいと思う。計画への
反映については、至急のものはしっかりとその旨をケアマネに伝えること
が必要だと思う。
・状況変化を把握し計画に反映するにはアセスメント能力が必要かと思
う。他項目でも同様であるが、アセスメント能力の更なる向上に努めてほ
しい。
・計画作成責任者以外は他の人のモニタリングを読む機会が少ないと
思うので、担当利用者がなくてもしっかり把握してもらいたい。
・利用者が多い分、大変だがしっかり把握してほしい。

タイトル

項
目
番
号

項目

 （１） 利用者等の状況把握及びアセスメントに基づく計画の作成

外部評価
実施状況

外部コメント

 Ⅱ　過程評価（Process）
 １．利用者等の特性・変化に応じた専門的なサービス提供

事業所評価
実施状況

事業所コメント

タ
イ
ト
ル
番
号
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① 介護職と看護
職の相互の専
門性を生かした
柔軟なサービス
の提供

17 より効率的・効果的なサー
ビス提供を実現するため、
介護職、看護職のそれぞ
れの専門性を生かした役
割分担が行われている

10 13

内服セットなど看護が行う。など役割を明
確にしている。
タブレットを利用しながら共に情報共有し
専門性を生かした役割分担が行われてい
る。
医療面、介護面とでそれぞれの専門分野
が違う為、介護には出来ない事は看護に
連絡し対応している。 10 7

・インスリン注射、フォーレ管理などの医療面を看護が行い、情報を共
有して介護と連携している状況がみられ、それにより利用者の生活が継
続できていることを実感している。
・専門性を生かして役割分担ができていると思う。
・情報共有ができているので、お互いにスムーズに連携を図ってもらっ
ている。
・良く連携していただき、ケアマネは助かっている。
・とてもよく役割分担ができていて助かっている。
・明確に役割を分担していることは、ダブりや漏れを防ぐためにとても良
いことだと思う。ただし、きれいに割り切れない業務も日々発生すると思
うので、その際は連絡や連携を密に行っていただきたいと思う。
・看護との連携は重要な要の一つであり、今後も協力しながらお互いの
分野で協力をしていってほしい。
・月１回のモニタリングだけの看護でどこまで連絡対応できるのかは、や
っていないので分からない。
・表現の仕方の問題であると思うが、「内服セットなどは看護が行う」「介
護には出来ない事は看護に連絡し対応」とあり、看護の職能に関する
理解が浅いような気がした。

② 看護職によるサ
ービス提供に
関する指導、助
言

18 看護職から介護職に対し
、疾病予防・病状の予後
予測・心身の機能の維持
回復などの観点から、指
導、助言が行われている 11 12

要点、サマリーあり、タブレット入力し状況
をみて助言をくれる。
必要な場面は直ぐに看護職員へ連絡を仰
いでいる。床ずれ等の予防等指導ある。わ
からない事は聞いたり、助言指導頂いてい
る。

7 6

・時には返事が遅くなるが、情報共有し、うまく連携できている。
・看護と介護の連携・協働がしやすい環境である為、互いの資源を十分
に活用できると思う。
・疥癬発症の際には、看護師による講習会も行われていたようで、取り
組みされており良いと思う。
・何でも相談したり、質問できたりする体制・関係性はとても良いと思う。
・看護から適切にアドバイスして頂いている。
・分からない事を聞いて来たり、助言を求めて来る職員は一部である。

① 利用者等に対
する当該サービ
スの趣旨及び
特徴等につい
ての十分な情
報提供

19 サービスの開始前に、利
用者等に本サービスが「
利用者等の在宅生活の継
続」と「心身の機能の維持
回復」を実現するための
サービスであり、訪問サー
ビスは、その趣旨に沿って
行われるアセスメントに基
づき提供されることについ
て、十分な情報提供・説
明が行われている

7 15 1

サービス以上の事を希望される人もいる。
その都度ケアマネとヘルパーで説明して
いる。徐々に趣旨に沿わない要望が出て
くる。本人と家族に説明するが、どこまで理
解できているか不明な方もいる。
利用者、そのご家族にきちんと説明をした
上でサービスを行っている。サービス開始
前に十分な説明が行われている。
出席する機会がないのでわからない。 4 5

・契約書など書面に添って説明されている。
・定期巡回・随時対応型訪問介護看護は、趣旨を理解することが難し
いサービスの一つだと認識している。その中でも、市内の先駆者として
、利用者に対して十分に説明を行っていると思う。
・介護保険は利用者にとっては未知のものである事も多く、最初の説明
が重要である。怠ると大きなトラブルになる可能性もある為、注意をして
いってほしい。
・サービス開始前の十分な情報提供と説明が重要になるかと思う。コメ
ント欄に記載されているように、説明はしっかりと行っていてもサービス
の範囲外のことを希望される方もおり、対応に苦慮されることもあるかと
思うが、今後もケアマネさんとヘルパーさんとで丁寧に進めていくことが
大事になると思う。
・徐々に趣旨に添わない要望の時はどう対応してますか？
出席する機会がないというのは、契約時の説明に同席しない一般の介
護職の方でしょうか。契約時ではなくとも、訪問時に適宜説明できるよう
にサービスへの理解を深めていただきたいと思う。
・クレーム予防の為にも説明がどれ程伝わり、理解出来ているのか、適
宜確認していただきたい。
・サービス開始前に理解してもらうのは難しい場合が多いと思うが、しっ
かり説明してもらいたい。

10

事業所評価
実施状況

事業所コメント

タ
イ
ト
ル
番
号

タイトル

項
目
番
号

項目

 （３） 介護職・看護職の協働による一体的なサービスの提供

外部評価
実施状況

外部コメント

 Ⅱ　過程評価（Process）
 １．利用者等の特性・変化に応じた専門的なサービス提供
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20 作成した計画の目標及び
その内容について、利用
者等に十分な説明を行う
など、共通の認識を得るた
めの努力がされている

7 17

契約時どのような目標でどのようなサービ
スに入るか説明している。ケアプランに沿
って計画内容を作成している。

2 3

・契約時だけではなく、利用中も随時説明できるとなお良いと思う。
・契約時、一見理解しているようで、実は理解されていない方も多いの
で、確認をしっかり行い、後でトラブルのないようにお願いしたい。
・契約時だけの説明では理解できないと思うので何度も説明していく必
要がある。

21 利用者の状況の変化や、
それに伴うサービス提供
の変化等について、家族
等への適時・適切な報告・
相談等が行われている

9 14

状況の変化が生じた時は速やかに報告を
行っている。
ご家族に状況を話し　適切なサービスを提
供している。
介護者様へメモを残し電話連絡をしている
。

2 3

・状況の変化時にはしっかり報告、相談等されている。
・速やかに報告していると思う。引き続きお願いします。
・ご家族等への連絡は速やかに出来ていると思う。また報告の仕方等
で家族に対する印象も変わるので注意してほしい。

22 ケアマネジャーとの間で、
利用者へのサービス提供
状況、心身の機能の変化
、周辺環境の変化等に係
る情報が共有され、サービ
スの提供日時等が共同で
決められている 10 12 1

変化のあった時は連絡を取り合い行えて
いる。
ケアマネにも日常的に変化があれば報告
し、適切なサービスが提供できるよう相談し
ている。ケアマネよりタブレットだけで電話
連絡しなかった為情報変更や申し送りが
遅くなってしまった事があった。 7 2

・タブレットだけでなく、電話での連絡があり、訪問時間変更など共有で
きている。
・早めの連絡や対応していただいている。
・情報共有は必要な事であり、遅れることがないように注意は必要。
・ケアマネに対してもまめに連絡が取れていると思う。まめな連絡は互い
の信頼関係の構築にもつながるので今後も迅速かつまめな連絡を心掛
けて行って頂きたい。
・ケアマネもタブレットの連携事務所が増え、情報共有しやすくなった。
・重要度や至急の度合いで、タブレットのみか、そうではないかを使い
分けているようですので、そのための明確な基準や指標があると良いの
ではないか。
・タブレットでの（フェニックスネット）落とし穴ですね。今後の課題です。

23 計画の目標達成のために
、必要に応じて、ケアプラ
ンへの積極的な提案（地
域内のフォーマル・インフ
ォーマルサービスの活用
等を含む）が行われている 7 15 1

アセスメントによりインフォーマルサービス
の活用ができる場合は積極的に活用でき
ている。
必要であれば提供している。
提供することはあるが、積極的に提案でき
なかった。 2 6

・タブレットだけでなく、電話での連絡があり、訪問時間変更など共有で
きている。
・インフォーマルサービスを活用していると思う。
・地域のインフォーマルサービス等活用できるよう、積極的に提案して
ほしい。
・ケアマネも含め、地域の資源を知り活用できる様、共に提案していくこ
とで良いのではないか？
・介護医療連携会議では地域の方々と良好な関係が築けていることが
うかがえる。職員同士でインフォーマルサービスに対する認識に差があ
るようなら、事業所内で地域資源について、意見交換会を行ってみては
どうか。
・どのようなインフォーマルサービスがあるのかを全ての職員が知ってお
くように教育をお願いしたい。

タイトル

項
目
番
号

項目
外部コメント

 Ⅱ　過程評価（Process）
 １．利用者等の特性・変化に応じた専門的なサービス提供

事業所評価 外部評価
実施状況

① 利用者等の状
況の変化につ
いての、ケアマ
ネジャーとの適
切な情報共有
及びケアプラン
への積極的な
提案

② 利用者等との目
標及び計画の
共有と、適時適
切な情報の提
供

実施状況

事業所コメント

タ
イ
ト
ル
番
号

 （４） 利用者等との情報及び意識の共有

 ２．多職種連携に基づいた包括的・継続的マネジメント

 （１） 共同ケアマネジメントの実践
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② 定期的なアセス
メント結果や目
標の達成状況
等に関する、多
職種への積極
的な情報提供

24 サービス担当者会議等の
場を通じて、利用者等の
状況や計画目標の達成状
況について、多職種への
情報提供が行われている

10 12 1

毎月モニタリングし、ケアマネに提供し状
況を伝えている。
担当者会議を通じて多職種への情報共有
を行えている。多職種間の連携の大切さは
理解しているが自らが積極的に情報提供
は出来なかった。サービス提供責任者に
相談する事以外できなかった。
サービス提供責任者は一般スタッフより得
た情報を多職種に伝えている。 7 2

・担当者会議に限らず、今後も状況報告をお願いしたい。
・情報提供行われていると思う。
・他職種での共有は重要であり、提供責任者ではなくても、必要時は共
有を積極的にしてほしい。
・多職種への情報提供はなかなか困難と思うが、同じように報告書で情
報提供することは可能か？
・「多職種と情報共有できている」という方と「情報提供できていない」と
いう方がいるようです。それぞれの「できている」の基準が違うのか、得
意不得意の問題なのか、話し合ってみる機会があると良いかもしれませ
ん。
・サ責だけでなく、一般職員も積極的に情報の提供が出来る事が大切
だと思うので、情報提供の方法に関する教育・研修をして頂けると良い
かと思う。
・ケアマネ、看護以外の他職種への情報共有が今後の課題と思われる
。
・計画作成者と一般スタッフで違いがあるが、情報提供後の共有であれ
ば良いのでは。
・定期巡回随時対応型訪問介護看護の基準上、サービス提供責任者
という職種はありませんが、訪問介護の方でしょうか。

25 利用者の在宅生活の継続
に必要となる、包括的なサ
ポート（保険外サービス、
インフォーマルケア等の活
用を含む）について、必要
に応じて多職種による検
討が行われている（※任
意評価項目）

3 12

担当者会議にて確認しているがそれ以外
にも移乗方法など変化あった場合はケア
マネを通して訪問リハなどに相談し援助に
繋げている。
介護と介護に連携はあるもののその他の
職種とはあまり無いように感じる。必要であ
れば多職種による検討もしていきたい。

1 11

・他職種連携が大事になってくると思う。共に積極的に連携を図ってい
きましょう。
・現状サービス間ではできている。
・ぜひ介護と看護以外の職種とも積極的に連携を図っていただきたいと
思う。
・移乗方法など確認は大事だと思う。スタッフが統一できるようにお願い
したい。
・多職種による検討は非常に重要であり、専門職種からの専門的な意
見は有効であると思うので、どうしたら多職種による検討が出来るか考
えて頂けると良いかと思う。
・包括的なサポートをもっと利用していくと、もっと多くの利用者が在宅
で過ごすことができるのではないか。

26 病院・施設への入院・入所
、及び病院・施設からの退
院・退所の際などに、切れ
目のない介護・看護サー
ビスを提供するために、必
要に応じて多職種による
検討や情報の共有が行わ
れている
（※任意評価項目）

4 11

退院前のカンファレンスに参加し当事業所
の役割、援助内容を確認している。
病院、看護、ケアマネと担当者会議を通し
て入退院の話し合いができている。

2 7

・他職種連携が大事になってくると思いう。共に積極的に連携を図って
いきましょう。
・引き続き、切れ目のない支援をお願いしたい。入院時はどのような対
応をされているのか。
・退院前カンファレンスで、退院後速やかに適切に援助が入れるように
出来ていると思う。

① 利用者の在宅
生活の継続に
必要となる、利
用者等に対す
る包括的なサポ
ートついての、
多職種による検
討

タイトル

項
目
番
号

項目

事業所評価
実施状況

外部コメント

実施状況

事業所コメント

タ
イ
ト
ル
番
号

 （２） 多職種連携を通じた包括的・継続的マネジメントへの貢献

 ２．多職種連携に基づいた包括的・継続的マネジメント
 Ⅱ　過程評価（Process）

 （１） 共同ケアマネジメントの実践

外部評価
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② 多職種による効
果的な役割分
担及び連携に
係る検討と、必
要に応じた関係
者等への積極
的な提案

27 地域における利用者の在
宅生活の継続に必要とな
る、包括的なサポート体制
を構築するため、多職種
による効果的な役割分担
や連携方策等について検
討し、共有がされている（
※任意評価項目）

1 12 1

訪問介護事業所との連携については増や
す事ができ、このサービスをより選択出来
る様に進めている。

3

・事業所コメントは訪問看護との連携を増やしたということでしょうか。訪
問看護以外との連携はどのような状況か。
・事業所コメントに「訪問介護事業所との連携に・・・」と記載されている
が、他の事業所との連携では如何ょうか？

 ３．誰でも安心して暮らせるまちづくりへの参画

28 介護・医療連携推進会議
の記録について、誰でも
見ることのできるような方
法での情報発信が、迅速
に行われている

6 16 1

タブレットでの情報発信で細かく行われて
いる。
会議録など誰でも見る事ができるようにな
っており情報発信を行えている。
記録を目にした事はあるが意識して概要、
効果を理解できなかった。

7 13

・大勢の職員で共有できているようで素晴らしいと思う。
・これからも続けてほしい。
・回覧は有効と思います。
・参加されない職員にも議事録を通し会議内容が理解されていると思う
。それに対し何らかの意見が出ると更に良いかと思う。
・スタッフ間での共有も必要であり、記録に目を通しても内容が理解して
いなければ意味はないので注意してほしい。
・会議が現場の人に必要と理解される事が必要です。
・会議録とともに、会議の出席者が気づいたことを職員の方に周知する
のはいかがか。
・会議録が地域の方々にも見れるようなしくみになっているとは知らなか
った。もっとＰＲしてもよいのではないか。
・会議の記録はなかなか見る機会がない。推進委員の人にも回覧した
方が良いのでは？
・会議録を書面でも頂き、日々多忙の中、大変な作業だと感じている。

29 当該サービスの概要や効
果等についての、地域に
おける正しい理解を広め
るため、積極的な広報周
知が行われている

5 13 4 1

広報を作成し地域へのサービスについて
情報を発信している。
研修にも参加して頂ける様にチラシを回覧
し呼びかけている。
広報誌は今の所ないが、介護教室等で周
知を図っている。
新事業所が開始されるにあたり、より地域
への理解を広めた方がよい。

7 14

・とてもわかりやすい広報誌で職員にも回覧しようと思う。
・広報作成等理解を広める為に十分な工夫がなされていると思う。継続
して行って頂きたい。
・職員による劇をしたり、広報紙を作成して理解を広める努力をされて
いる。広報紙の「まも～る通信」というネーミングはとても良いと思う。
・力を入れ地域へ伝えようという思いは良く伝わってくる。
・地域住民への説明等は大変であると思うが、今後も色々な方法でアピ
ールしてほしい。
・新しい「まもーる通信」に期待する。重点項目の表示方法や研修の特
集も考えてほしい。
・広報誌を地域開業医、店舗など積極的に展開できると事業所のこと、
提供できるサービス等が周知されていくと良いと思う。
・高齢化に伴い、ますます介護する個人への理解が大事だと思う。今後
もきめ細やかな広報周知を継続的にしてほしい。長岡市においても広
報に努めてほしい。
・地域での学習会などの機会にPRする。HPに載せるなど。市政だより。
・広報誌の作成はまだはじめたばかりだと思うので、その効果に期待し
たい。成果について、また介護医療連携推進会議で情報提供していた
だければと思う。

項
目
番
号

項目

外部評価
実施状況

外部コメント

事業所評価

① 介護・医療連携
推進会議の記
録や、サービス
の概要及び効
果等の、地域に
向けた積極的
な情報の発信

実施状況

 Ⅱ　過程評価（Process）
 ２．多職種連携に基づいた包括的・継続的マネジメント
 （２） 多職種連携を通じた包括的・継続的マネジメントへの貢献

 （１） 地域への積極的な情報発信及び提案

事業所コメント

タ
イ
ト
ル
番
号

タイトル
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① 行政の地域包
括ケアシステム
構築に係る方
針や計画の理
解

30 行政が介護保険事業計画
等で掲げている、地域包
括ケアシステムの構築方
針や計画の内容等につい
て十分に理解している 5 14 4

漠然とは理解している。
行政とも連携している所もある。
事業所として理解できていると思うが個人と
しての理解に関してはまだ不十分。

5 1

・地域包括ケアシステム構築を目指す上では、まず地域包括ケアにつ
いて理解することが大事になり、地域包括ケアシステムの構築には、地
域の様々な人々の主体的な参画及び協働が不可欠になります。これか
らも連携をお願いしたい。
・地域包括ケアシステムの方向性や理念について理解した上で、地域
との連携を目指していただきたいと思う。
・一般職員までは地域包括ケアシステムに関する理解が浸透している
のか疑問。
・しっかりと理解してもらいたい。

② サービス提供に
おける、地域へ
の展開

31 サービスの提供エリアにつ
いて、特定の建物等に限
定せず、地域へ広く展開
していくことが志向されて
いる

9 12 2

依頼が有ればエリア内は訪問している。エ
リア外の依頼は他の事業所に相談し対応
している。
エリア展開を行ったり様々な場所でも訪問
している。

5 6

・移動時間などでしょうがない所もあるが、今後は市内をカバーできるほ
どの体制作りを期待したい。
・今後の永田、三和エリアの展開に期待する。
・５事業所に増え、より地域への展開が期待されると思う。
・利用者増加、職員人員関係で、なかなか新規を受け入れにくい現状
もあると思うが、出来るだけ受け入れ対応して行って頂きたい。
・本来のサービスを提供されている。
・特定の建物に対してではなく、広く地域にサービス提供できていると
思う。場合によっては、法人内の他事業所と連携して、サービス提供し
ているようです。
・この項目は、特定の建物に限定した一部の事業所に対してのもので
はないか。保険者は、評価項目で意識を促すようなことでなく、そういっ
た事業者には事前の認可確認、指導をしてほしい。

③ 安心して暮らせ
るまちづくりに
向けた、積極的
な課題提起、改
善策の提案等

32 当該サービスの提供等を
通じて得た情報や知見、
多様な関係者とのネットワ
ーク等を活用し、介護・看
護の観点から、まちづくり
に係る問題認識を広い関
係者間で共有し、必要に
応じて具体的な課題提起
、改善策の提案等（保険
外サービスやインフォーマ
ルサービスの開発・活用
等）が行われている
（※任意評価項目）

1 7 4 1

多職種での会合への出席によりネットワー
クを広げるようにしている。
個々の職員のレベルでは出来ていない。
ネットワーク等も活用しているがその中で
活動を行っているか広く知れ渡るようにな
ると思う。

3 12 3

・管理者が丁寧にネットワークを広げるよう努力されていると思う。
・多職種の会合への出席もされているようですし、また、連携推進会議
で市の方や地域住民の方との意見交換もされており、努力されていると
思う。
・積極的な課題提起、改善策の提案を期待する。
・個々の職員の意識向上に期待する。
・地域への積極的な参加、地域からの要望があった時には一緒に考え
、行動し地域の課題への取り組みをお願いしたい。
・なかなか個々の職員だけでネットワークを構築するのは難しいと思い
ます。日々のサービス提供や広報誌を通じて、関わってくれる人を増や
そうという意識を持つことが大事だと思う。
・一般職員も多職種の会合等にも積極的に参加して頂きたいと思う。

事業所評価
実施状況

事業所コメント

 （２） 地域包括ケアシステムの構築に向けての、まちづくりへの参画

外部評価
実施状況

外部コメント

 Ⅱ　過程評価（Process）
 ３．誰でも安心して暮らせるまちづくりへの参画

タ
イ
ト
ル
番
号

タイトル

項
目
番
号

項目
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① サービス導入後
の利用者の変
化

33 サービスの導入により、利
用者ごとの計画目標の達
成が図られている

7 15 1

状態が悪くなり入院になったりしサービス
が終了される方もいられる。
必要回数の訪問によりＡＤＬの状態が良く
なり目標達成が図れている。
目標達成できるように自立支援に繋がるよ
うに援助している。

7 8

・会議で状態が良くなったと聞いている。
・定期巡回だけでなく、緊急時の対応など、安心感がある。
・すぐに施設入所するのではなく、できる限り在宅で支えたいという強い
思いが介護医療連携推進会議でも感じられる。今後も、利用者の強み
を活かしたケアで、自立支援に努めていただきたいと思う。
・増悪する人、軽快する人、様々な経過を辿り、目標達成できない場合
もあるが、その方の状況に合わせ、目標を達成できるようサービスを見
直し・調整出来ていると思う。
・ケアハウスのご利用者に関していえば、状態の維持、生活の継続がで
きている。
・状態が悪くなった方については、介護、看護一緒にふり返りするなどさ
れているかもしれませんが、今後連携する中で、取り組んで行けると良
いと思う。
・状態が改善しているケースで、１日複数回の訪問を本人がどう感じて
いるのか少し疑問に感じることはあります。（排泄介助等）
・患者（利用者）からの評価はあると良い。

② 在宅生活の継
続に対する安
心感

34 サービスの導入により、利
用者等において、在宅生
活の継続に対する安心感
が得られている

11 22

離れて暮らす家族の安心に繋がっている。
身体的にも体力的にも負担が減り生活が
安定している。
定期随時等のサービスを利用してよかった
。との声をよく頂く。
利用者だけでなく家族からも不安な事があ
ればヘルパーに相談して下さったり一緒に
どうすればいいか解決していき、安心した
生活を提供できている。
不安を感じる家族も多いと思われる。どうし
たらサービスが受けられるか？金銭面の問
題などまだ課題は多いにあると思う。

7 11

・とても安心されていると思う。（利用者・介護者）
・定期巡回だけでなく、緊急時の対応など、安心感がある。
・定期随時等のｻｰﾋﾞｽがあって安心して在宅生活を送ることができる。
・継続して切れ目なく関わって頂けるおかげで地域住民の健康が維持
できるすばらしいシステムだと思う。
・１日に複数回の訪問や随時相談訪問を受けられることで、安心安全が
保たれている方は多いと思う。
・家族から色々と相談があるのは、信頼関係が築けている証拠だと思う
。理解が難しいサービスだと思うので、利用当初は事業所側から積極
的に提案することが早期の関係構築につながると思う。
・介護と仕事の両立を選択する上で、大事なサービスになっていると思
う。
・訪問看護で入っていると、定期巡回があるから地域で生活出来ている
と感じる利用者がたくさんいる。最近では金銭面での問題があり、極力
サービス費用を抑えたいと言う利用者も多が、定期巡回サービスはコス
パ的にも充分であり、それを理解して頂く努力も必要と思う。
・ご利用者・ご家族が安心して生活を継続されている。
・日頃からご利用者に対するマナーや気遣いが、信頼感や安心感につ
ながっていると思う。
・家族（遠方）の方の安心は大きい。
・サービスの面では安心感は得られていると思うが、金銭面で制限され
てくる部分がある。
・今のサービスで安心に地域で暮らせるよう、利用者の立場に立ち、気
持ちに寄り添い汲み取れる様に努めていただきたい。

実施状況

事業所コメント

実施状況

 Ⅲ　結果評価（Outcome）

外部評価

外部コメント
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項
目
番
号

項目

事業所評価
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